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はじめに
今日、生活用品として市場に出回る商品の中に「伝統
工芸」と称せられるものがある。古美術品や無形文化財
とも異なり、生活実用品に関してこれだけ「伝統Jと表
現されるものが流通しているのは、世界的にも珍しい現
象なのではないか。また、一方で、それらが「伝統」を冠
せられつつも、純然たる古式のままではないことにも留
意せねばならない。こうした現象の背景に、 1974年に当
時の通商産業省が「伝統的工芸品産業の振興に関する法
律J(略称:伝産法)を制定し、手工業産業の保護・振
興に着手したことを指摘できる!l。
同法に基づき保護・振興の対象となった通商産業大臣
が指定する伝統的工芸品とは、具体的には陶磁器や漆器、
織物、染色品、竹・木工芸、和紙など、先行して文化財
保護法の無形文化財に規定されている工芸品としても知
られるジャンルに属する。ただし、伝産法の第2条第l項
に規定される指定要件2)は、無形文化財に対するそれと
は当然質的な違いがあるo これは、保護・振興すべき対
象が作家の創作活動ではなく、産業から生み出される工
業製品であることを規定する点である。つまり、指定要
件の第l項「主として日常生活の用に供されるものであ
ること」は、保護・振興対象を美術作品ではなく生活用
品であるとする。第2項「その製造過程の主要部分が手
工業的であること」、第3項「伝統的な技術又は技法によ
り製造されるものであること」は、純然たる古式の方法
によるものではなく、機械工程や化学合成の技術が導入
される以前の技法が主に用いられているが、製法の合理
判 明治大学博物館商品部門学芸員
化の過程で一部にそうした新しい方法も入り込んでいる
ことを容認している。第4項「伝統的に使用されてきた
原材料が主たる原材料として用いられ、製造されるもの
であること」も同様に緩和要件であり、伝統的な原材料
は「主たるJものでよい、とその時点ではすでに枯渇や
価格高騰によって入手が困難になっていたり、品質改良
をするために必要であるということから代替原料の使用
が容認されたということである。つまり、部分的な機械
工程や代替原料を導入しつつも、古くからの手作りによ
る持ち味を保持している工業製品を「伝統的工芸品」と
いう独自の用語で定義したわけである。第5項「一定の
地域において少なくない数の者がその製造に従事してい
るものであること」は端的に産業振興を主旨としている
ことを示している。
先行する文化財保護法による無形文化財との違いは、
生活用品を供給する産業として存続させるため、完成品
の品質・持ち味に変わりがない程度という条件を付けて、
部分的に近代的技法が導入されていることを容認して
「伝統的」と認定する点である。「持ち味」という暖味
な表現ながらも、それでドもそれを「伝統的Jなものとし
て維持してゆこうというのはこの法令の基本的なスタン
スである。産地呼称についても、史料上の用例が根拠と
して求められ、いくら緩和要件が示されているとは言え、
明らかに製法や原材料が以前と異なっているものは指定
要件として認められなかった。むしろ、産地の側として
指定要件を定めて製法を限定することによるデメリット
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を懸念するケースもあった3)。
ところが問題は別のところにもある。先の指定要件の
内では、「持ち味」として「伝統」を継承すると規定す
るのは、原材料と製法についてである。実際には、伝統
的な持ち味として最初に視覚的に認識されるであろう外
見的なイメージが含まれていないのである。つまり、器
や道具の用途や形である。
用途については「日常生活の用」の解釈は限りなく幅
が広い。手描きの友禅染などは普段着に用いられるはず
もないが、晴れ着は生活習俗に発するものとして容認さ
れている。また、漆器の金蒔絵製品や紬織なども、現実
には庶民生活の中で普通に使用されているものとは言い
がたく、「日常生活の用」という概念がかなり揺らいで
いるのは現実である。器・道具としての形状については
f散
さらに議離は著しく、陶磁器を例に取れば、もはや割烹
食器や厨房雑器ではなく、フリーカップ、マグカップ、
中形皿と言った、あきらかに昔ながらの生活とは無縁な
器種が製造の中心になっている。ショー・ルームでは伝
統的な雰囲気作りのための品揃えもしているが、実際に
売れ筋のものだけを揃えると、そのイメージは言葉上の
「伝統的な持ち味」とは大きくイメージを異にしている
と言わざるを得ないだろう。
それを考えると、「伝統的工芸品」は、実際には伝統
的な持ち味を喪失してしまっているのではないかという
疑念が沸くのもやむを得ない。本稿では伝統的工芸品生
産の現状について岡山県の備前焼を取り上げ、「伝統」
とはいかなるものと解釈すべきか、議論する材料を提供
することを目的とする。
1.備前焼の概略
岡山県備前市伊部地区周辺で製造されている備前焼は
手作りの無紬焼締陶器を代表するやきもので、今日では
国内でも有数の規模をもっ伝統陶磁器の産地へと発展し
ている。 5名の重要無形文化財保持者を輩出するなど、
伝統的工芸品の中でも古式の原材料・製法が採用されて
いる産地と言える。
まずは、その概略を以下に述べるヘ
(1)産地の概略
陶磁器は素地原料により大きく陶器と磁器に分かれ
る。さらに、陶器は施粕と前述の無粕焼締に分けるのが
妥当である。今日、日常用品としてもっとも広汎に普及
しているのは磁器であり、有田(佐賀)、九谷(石川)、
京・清水(京都)、美濃(岐阜)が主要産地となる。施
粕陶器の産地規模は相対的に小さく、比較的大きな産地
と言える美濃(岐阜)、信楽(滋賀)、唐津(佐賀)にあっ
ても磁器に較べるとかなり規模は小さい。無勅焼締陶器
は中世以来の系譜を引く常滑(愛知)、越前(福井)、信
楽(滋賀)、丹波(兵庫)が主要な産地となるが、その
中でも備前は突出した産地規模を有しているのが特徴
で、名実ともに我が国の代表的な陶磁器の産地となって
いる(表参照)。表中の製造従事者数は、調査主体とな
る産地組合の組織率が低いため概算の数値と考えられる
が、他の無粕焼締の産地に比べても圧倒的な規模である
備前焼産地の規模(伝統的工芸品産業振興協会『全国伝統的工芸品総覧平成18年度版j2006から)
主要産地2005年度のデータ
事業所数 従事者数 生産額(百万円)
種別
(社) (名) 伝産品 全体
九谷焼(石川県) 磁器 ※320 ※1.280 3.900 5.80 
京・清水焼(京都府) 施紬陶/磁器 273 990 3.534 6.540 
伊万里・有田焼(佐賀県) 磁器 250 2.050 2.360 23.380 
備前焼(岡山県) 焼締陶 450 1.400 2.100 2.100 
美濃焼(岐阜県) 施紬陶/磁器 125 605 1.770 34.830 
信楽焼(滋賀県) 施紬陶/焼締陶 ※144 ※761 363 7.835 
※は伝産を含む総数 他は伝産のみの数 美濃焼の場合伝産のほとんどは施粕陶器と推定きれる
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ことは間違いない。その産地拡大の要因については後述
する。
(2)製造技法上の特徴
①原料土の調合
伊部地区周辺で採掘される"干寄せ土"という粘土を
使用する。採掘箇所によって粒子の大小や鉄分の合有量
も異なり、耐火度や収縮率にも違いが出る。そのため、
歪みや焼けはぜが生じやすい土とそうではない良質な土
に分かれる。作家は作るものに応じ土の特性を考慮して
調合する。江戸~明治期においては水簸によって粒子を
細かくして素地を薄造りとする傾向があったが、その以
前、桃山期より前の作風を模した古備前風のざっくりと
した土味を出す場合はそれをおこなわず粗い粒子の胎土
とする。
②薪窯による焼成
低火度の素焼きはせず一度で焼き上げる。古備前の風
合いは薪窯の使用によってはじめて出る。窯焚きは10日
から2週間程度。元来、耐火度の低い陶土を焼くため、
緩やかに温度を上げ時間をかけて焼くことで硬く焼き締
まる。同じ時間冷却して窯出しとなる。
現在、「火襟」製品の普及品はガス窯で焼かれている。
また、「胡麻JI桟切」なと守の古備前風は薪窯で、の焼成が
必要であるが、窯の温度を上げる際にガスを燃料として
用いて効率化を図る事例もある。
(3)デザイン
①胡麻(ごま)
かぶった燃料の灰が熔けてガラス化し胡麻をふりかけ
たような景色となったもの。いわゆる自然紬のこと。た
だし、廉価に製造するため人為的に灰を降りかける「か
け胡麻」という手法もある。
②桟切(さんぎり)
焼成中、灰に埋もれることにより、酸欠の儒し焼きと
なり、まだら模様に神秘的な景色を生じる。廉価品を人
為的な操作により生産することもある。
③牡丹餅(ぼたもち)
隣接する製品の影響によって焼き色に変化が生じたも
の。濃い茶褐色ないし灰褐色の器に赤茶色の丸形の景色
を生じる。皿の上に酒盃を置いて焼く例がポピュラー。
④緋棒(ひだすき)
鉄分の少ないベージュ色の素地に赤茶色の棒状の景色
を生じる。製品同士の熔着をふせぐため、掛けたり挟む
などした藁の成分が素地を赤茶に発色させたものに由来
する。素地をベージュ色とするのは、棒の色を鮮明にす
るためか。廉価品は薬品の塗布によって発色させている。
①②の古備前風に対し新しいイメージの備前焼として近
年人気を博しているという。
2. 備前焼の歴史5)
①古代~中世前期一須恵器からの発展
6世紀には備前市佐山、巴久郡長船で須恵器が生産さ
れている。平安後期には伊部近隣でも須恵器が生産され
ており、備前焼の創始を須恵器窯に求める解釈もある。
その第I期 (12C)の製品は碗、小皿、小壷であったが
鎌倉前期にかけての第 E期 (~13C前半)には播鉢、輩、
査と製品の大型化が見られる。
須恵器窯時代においては製造される器種という点で各
地に展開する産地との聞に著しい相違は感じられない
が、第E期 (13~14C) には碗・小皿の生産が減少し、
大童・壷・揺鉢という中世備前のスタイルが確立する。
この期の後半には窯の改良によって酸化焼成を実現し、
生産量の増加も推測される。
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②室町期一大童の時代
大室・壷・揺鉢を主に焼き、片上港から積出して瀬戸
内一帯に販路を拡げていった。第W期 (15~16C初)に
は生産拠点集約化の動きが見られ、これは陶業の専業化
の傾向と理解することが出来、生産量増加の指標でもあ
る。大聾は貯蔵具として、また、海上輸送用のコンテナ
としても用いられ、常滑・越前焼とともに日本列島の商
圏を三分した。この第W期は備前焼が史上空前の市場規
模を形成した盛期であるが、その製品は上流階級に珍重
される上手物ではなく、堅牢を特徴とする実用一点張り
の容器であった。
③茶陶の生産
続く 16Cから17C初頭にかけては、また、前代とは異
外iJJ
なった備前焼の顔が現れる。15C前半には茶壷の製造が
見られるようになるが、イ宅茶の成立にともない、茶道具
の生産が本格化する。住茶の創始者である村田珠光は
「ひえか (冷枯)る、と "13して、初心の人体が、ひせん
(備前)物 ・しからき (信楽)物などをもちて、人もゆ
るさぬたけ(関)くらむ事、 言語道断也。J(古市澄胤宛
害状)と、備前 ・信楽を上級者の用いる至高のものとす
る解釈をし、 高い評価を与えた6)。
17世紀の初頭にかけて、矢筈口水指、双耳花生、手鉢
なと仰i前焼の優品が多く製造された。器形は織部好みの
影響も見られ、歪んだり土はぜを起こしたものが珍重さ
れるようになる。江戸期以降の技術改良に対し、この頃
の製品を 「古備前jと呼び、イ宅茶の自lIi値観による"雅味"
が後世美術史上高く評価されることになる。
④江戸期一伊部手の時代
r 1mi前橋鉢投げても割れぬ」とその堅牢性が評価され
た指鉢は中世備前を代表する器極であったが、 17Cには
信楽 ・丹波との競合が始まり、 18Cに堺嬬鉢 (大阪)が
登場すると近畿圏の市場を喪失し、近隣の需要を賄う程
度に収縮する。大要は依然として水型の需要はあったが、
各地の産地台頭によって中|世における盛期の勢いはなく
なる。また、茶陶のトレンドも京焼の施紬陶への絵付に
移り 、ここに古備前時代とは全く異なる様相となる。
17Cの半ばに、ロクロ成形や連房式登窯焼成といった
大楚 14C 高95x胴径79(cm) 
愛知県陶磁美術館蔵
百位
量産化技法の導入によって唐津 ・信楽 ・瀬戸などの施利1
陶が厨房雑器を大量に供給するようになると、それに倣
い、 素地原料の粒子を創1かく水簸したロクロ成形による
蒋作りと し、 表面に塗土を して光沢のある滑らかな仕上
げとする「伊部手」が開発された。しかし、各地の施利
陶に競合すべくもなく商圏は近隣の需要を満たす程度に
落ち着く 。この技法を使用した利u工物(陶彫 ・置物)は
江戸期の備前の特色的な製品として盛んに製作された。
⑤衰退期
江戸期の備前焼は黛屋六姓と呼ばれる6つの家系 (大
響、 金重、木村、 寺見、頓宮、森)に黛株が設定されて
いた。その製品は片上の御用商人が仕入れ、中世には較
ぶべくもないが、岡山務の経済圏において一定の安定を
得ることが出来たが、廃務世県によって藩の庇護下から
離れると市場環境は悪化の一途を辿る。陶土の特性から
製法の近代工業化に対応できず、有力産地 (唐津、信楽、
瀬戸 ・美濃等)からの製品流入に圧迫され、明治18年
(1885)には製造従事者30余名、 10年後には20名10戸と
減少。細工物製造に加え土管製造などでかろうじて命脈
を保つ。
明治末から大正)tJjに煎茶が流行すると、宝瓶 (急須の
把手のないもの)が製造され、{セ茶とは別に特徴的な茶
器として後世に受け継がれるようになる。第2次大戦中
の製造者18戸というのは近代における地方窯の規模とし
矢筈口耳付水指 16C末高18.5-19.5X口径16-17(cm) 
愛知県陶磁美術館蔵
- 26 -
変容する備前焼の「伝統」
ては相応なものとも言える。
3. 桃山古備前の復興
(1)桃山古備前の復興
明治・大正期における低迷から脱し、備前焼が今日の
隆盛を築く基となったのは、桃山古備前の復興と陶芸作
家のスタイル確立にある。その第一人者が金重陶陽であ
る7)。陶陽は明治29年 (1896)に窯屋六姓の傍系に出生、
父に師事して細工師の道に入るが、手数に比して収入の
少ない苦境にあって、美術界で茶陶が高い評価を受ける
桃山古備前の復元に傾倒してゆく。しかし、伊部手に転
換した産地において、かつてのざっくりとした土味を特
徴とする製造技法は失われており、実験を繰り返して考
案し直す必要があった。昭和2年 (1927)、窯を改造し「桟
切Jの焼成に成功。この前後から各地の古備前を調査す
るとともに、土の配合を研究、やがて、細工物を離れロ
クロ挽きの茶道具に作品転換した。昭和11年の大阪個展、
また2年後の東京個展の頃から桃山古備前への志向が明
確になったと評価されている。昭和16年、窯の改造によっ
て古備前風の焼き色を実現。戦後になり、昭和31年(1956)
に国指定重要無形文化財保持者(人間国宝)に認定され
ている。
陶陽は土作りから焼成までの一連の工程を自ら手が
け、美術的付加価値の高い1点ものの作品を個人の名前
で展示販売するというスタイルを採った。陶陽に続いて
人間国宝となった藤原啓 (1899年生/1970年認定)、山
本陶秀(1906年生/1987年認定)、陶陽の弟素山 (1909
年生)らが、こうした作家活動のモデルを確立した第一
世代となる。結果的に、この復興桃山古備前が備前焼を
伝統工芸として認識させることになる。
古備前風の備前焼は昭和戦後期から平成期にかけて、
その産地規模を急速に拡大させることになる。産地組合
である岡山県備前焼陶友会が結成された昭和27年(1952)
段階で会員約40名8)だ、ったとされるが、昭和田年 (1983)
度段階で企業数・従事者数が260社・ 459名9)、バブル経
済期を経た1990年段階で400社・ 1000名10)、2005年度に
450社・ 1400名という伸びを見せる 11)。
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(2)備前焼の「伝統工芸」としての認証
「伝統工芸」という概念は、実はそれほど古いもので
はなく、むしろ近代の産物として昭和戦後期に確立され
たという見解が現在では主流となってきた12)。その意味
で、備前焼のこの躍進は「伝統工芸jの成立過程という
点で非常に興味深い動向である。備前躍進の契機が桃山
古備前の復興にあったことは間違いないが、金重陶陽が
復興を志した昭和戦前期においては、美濃焼の志野・織
部などの茶陶も同様に評価を高めていた。それは、大陸
進出という国策との関わりからナショナリズムを高揚さ
せるため、つとめて日本的な美というものの発掘が試み
られた背景が指摘されている13)。長らく文化的に影響を
受けてきた中国に対する後進意識の克服、また、欧米へ
の対抗意識が高まっていたことから、見た目に日本のオ
リジナリティと感じられるデザインに注目が集まったの
も“時代の要請"の賜物であった。
昭和戦前における桃山文化の再評価に次いでは、昭和
戦後における文化財行政の濫鰐期が第2の段階となる。
「伝統工芸Jの概念形成の主因となった重要無形文化財
認定事業に関し、昭和31年 (1956)の金重陶陽をはじめ
同一産地からは最多の5名の人間国宝を輩出しているこ
とは特筆すべきことである。多くの保持者を輩出した理
由としては、もちろん、手作業による古備前の製法が評
価を受けたわけであるが、先に述べたような、ある意味
で異様な産地の拡大傾向は、人間国宝の輩出による国民
的な備前焼に対する評価が不可分であるだろう o
昭和52年 (1977)には通商産業省から伝統的工芸品の
指定を受ける。その時点で、充分に伝統的な持ち味を保
持しているという評価を確立していただろうことは想像
に難くないが、備前焼が“伝統的な持ち味"を保持し得
た現実的な問題として、その製法上の制約性が指摘でき
るo 古備前風のざっくりとした風合いを表現するために
は、原土の調合は全くの手作業でおこなう必要があり、
成形技法もロクロないし手捻りに限られる。さらに、焼
成は薪窯焼成によるしかない。原土調整の仕方から圧力
外山
鋳込みには向かず、焼成時の収縮率にもムラが出るため
均一な形状をコントロールできず、量産を勾した近代
的製法の入り込む余地がない。手作業が残ったのは、元
来、備前焼が近代工業北に不向きな護地であったことと
不可分である。
近代国家の建設過程において、工業の近代化は不可避
であった。ぞれは高度経済成長期における我が図工業界
の大躍進に恋るまで、不変の原理であった。封箆領主の謹
売に;之、えるため時間も金も港しみなくっ
とではなし安価な製品を大量に生産
というこ
させ、窓
徹
民生活の水準向上に資することが催先される時托におい
てこれは必然の動舟で、あったO 原材科の特牲よそれに対
惑できない議喜子議は工業の産地としては競争から説嘉し
てゆかざるを持なかった。そういった状況の中で、経済
的な拠り所会求めるには、合理化・効務化とは真逆な題
億観を追求するしかなかったのである。そのことが、'結
果的に桃山古備前の復興から引き続き、 f1:iミ統工芸」と
いう付加制値を新びた溜品という、経済成長を達成して
留民が等しく一定軽度の経済力を保持しえたお:会f管勢の
下に前場を欝拓し、草草生し簿たのである
4. 現代備前焼の状況
(1)消費性向の変化
言言述の通り、昭和戦後期において、鋳鶏焼i立中役の大
護蒋代、桃Jlr爵の茶鶏に続く第3の議鰐 た。人誇
題宝をI翼点にその弟子第に作家が陸続とつらなりも大産
地の活i廷を援するが、それは高疫経済成長からバブル経
済という 1960-1980年代における日本経済の議蟻期と表
裏一体の動向でもあった。その閥、備前焼の作家が製作
した主なものは、吉備前以来の花器・茶器以外には徳利、
溺盃といったものであった。中小裂の花器は企業社会に
おける贈答品としても重宝され、作家の名入りの木籍に
締まった製品は相E与のステイタスをもって諮饗者に受け
入れられた。また、様、利やi葺盃はコレクタ…ズ・アイテ
ムとしても毅貯家の人気を博した。
1990年代に入りバブル経済の崩壊とともに経済環境が
冷え込むと、これらの製品が低調となったことは、どこ
の産地にも共通する現象であり、 2000若手誌にかけて新た
な商品欝発が緩んに摸索されることになる。この階、絵
付をともなう議器の産地の製品i之、伝説棋にとらわれる
ことなく犠々な変化を見せることになるが、機前:壊の場
合、千寄せ二上と薪窯焼成による無税焼締という製法から、
古備前胤の作風は大きく変わっていない。しかし、 2000
年代に入り務提に商品の売れ筋には変化が見られるよう
になった。かつて、作家ものとし った花
器や議、利は大きく需要を減らしている。
そうしたや、近年ではフリーカップ、湯宅宗、競磁や湿
などの3延期飲食器が多く生産されるようになっている
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が、これは他の手作りの産地とも全く る傾向であ
る。その中では、やはりビールカップやコ…ヒー碗皿な
ど、?自費者が…定程境品質にこだわる喰好品に用いるも
のが受け入れられる額損}にある。盤恥鉢類や茶器はかつ
て磁器援襲警の主力商品であった五客識のものとも、議種
陶器の府議の決まった害tl烹食器と也異なり、…器多震の
ものが単品かペアであるO 個人が趣味で自ら楽しむため
に買うか、こだわりを持って特定の個人に贈るギフトが
百貨屈のブぶアなどもあって堅調であるο
(2)作家活動の現状
ら第一世1:の活語以来、作家偶人のネーミン
グによる製議・甑売がイ藷詩焼の産地特設となっている。
備前焼における作家活動の盛行の背景には、その活動の
モデルを作った金重はじめ人間 るだろ
う。元来、作家作品というものはその作家の個性が端的
に表現されるものであり、出身産地の作風と必ず、しも相
似しないケ…スはむしろ多いが、金重らの符興による古
嶺議裁を模範とする備前壌の場合、その製法上の制約を
受けざるを持ず、結果的に一見似遜ったイメ…ジが保持
されることになった。このことにより、備前焼は入問題
5誌の作品自体が産地の製品全体のイメージ令形成するこ
とになり、多くの作家が一般商品を製造する傍ら作家活
動をおこなって展覧会出展に挑戦するというスタイルを
有拐にしていると蓄える。製造従事者の急拡大の実態は
作家議議の護者であるが、ま言語の要部としては窯元を格
競する長持以外の次男以下の独立、また、外部からも多
変容する備前焼の 「伝統」
くの作家が参入したことにある。現在、 400名近いと推
定される作家は、 ①江戸期以来の窯元の家系から独立し
た作家、 ②人間国宝の家系を継ぐ作家、 ③新規参入の一
代目の作家とその子弟筋、と区分できる。陶陽は①の立
場にあったが、同じく人間国宝となる藤原啓、山本陶秀
らは窯元の家系以外からの参入である。第一世代の弟子
筋が、小売りの現場では例えば金重一門という呼ばれ方
をされている。全体と して似通ったイメ ージの備前焼で
あるが、元来、土に性格のパラつきがあり、それによっ
て作家各人の製造技法には差異が生じる。そのため、人
数を要する窯焚きの応援などには、同じ弟子筋の人間が
手伝いに出ることになり“一門"が形成される要因にも
なっている。
経済の右肩上がりの時代が過ぎ、パイが小さくなると、
一定程度の地歩を固めた①②の作家と、そうではない③
の作家では、その作陶環境の違いからくる影響が顕著と
なりつつあることは否定できない。よって、近年は新規
参入がきわめて困難になっている。③の作家は「昭和の
古備前」をただ模作するばかりではなく、新たな販路獲
得のため“作り手の個性 ・創造性"を追求し、そこにま
た新たな備前焼のイメ ージが生じつつある。
(3)商品開発
長ヲ|く景気低迷と消費性向の変化に対応すべく、どこ
の産地でも新たな商品開発の動向があるが、産地組合で
ある岡山県備前焼陶友会は、 専門家を招致しての研修会
をおこない、新規顧客層開拓を目指して商品開発に取り
組んだ14)。新商品開発のコンセプトとしては、備前焼の
付加価値として日本の歴史・文化との関わりが模索され
た。すなわち、ここでも「伝統」の再評価がなされたわ
けであるが、元来、茶道の中で受容されてきたことが提
起された。ただ、抹茶碗や茶道具では一般の消費者には
馴染みが薄いため、かつて明治末~大正期にも実績があ
り、日本茶ブームの予測から煎茶器を開発することに
なった。茶陶という伝統を念頭におきながらも、現実的
な選択肢を採ったということである。もう一つの特徴は、
デザインの革新だ、った。従来のものの模倣ではなく、全
く違った立ち位置からの発想という点で一流の工業デザ
イナーとの提携を計画した。元来、手作りの陶器の場合、
I点L点の焼き上がりが異なる製法上の制約からデザイ
ナーとの提携が難しいとされてきたが、デザイナーには
あらかじめ備前焼の特性を理解してもらった上で、製作
者との入念なコミュニケーションによって開発を実現し
た。こうして生まれたのが“備煎"シリーズであるが、
磁器はともかく、陶器のデザインへの工業デザイナーの
参画は画期的な出来事と言える。
晶司副b，… . 
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備煎シリーズの内「イルカJ(常設展示室)
現今においては、特定商品が大ヒットする状況にはな
いが、話題性のある開発はマスコミ報道にも取り上げら
れ、 一定程度の市場へのアピールとなった。また、新商
品の開発はとかくイメ ージチェンジを目的としがちであ
るが、備前焼陶友会のケースでは、そのことによって注
目された機会に、未知の顧客層が備前焼の伝統的な持ち
味にも関心を持つことをねらいとした。組合員に対する
新商品開発の意欲喚起という効果も事業の目的として期
待されていた。
5. I伝統」に対する評価
ここまで見てきたように、 20世紀の後半において備前
焼の産地規模が飛躍的に拡張した背景には、その当時に
おける「伝統」を価値とする社会的動向があった。備前
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焼の拡張期は、文化財保護法への重要無形文化財指定事
項の追加 0954年)と金重陶陽の人間国宝指定(1956年)
から伝統的工芸品産業の振興に関する法律(伝産法)の
外山
制定 (1974年)と備前焼の産地指定(1977)に至る時期
に重なる。その際、備前焼の「伝統的な持ち味」として
認識されたのは、金重らが復興した桃山古備前であった。
「伝統」というものを連綿と不変に維持あるいは保存
されてきたものと定義するならば、復元品を「伝統」と
する備前焼の動向はあてはまるのだろうか。伝産法は制
定時点でおおよそ百年以上の歴史を持つ原材料・製法を
指定の基本的要件としている。すなわち、明治維新以前、
近代化とともに導入された機械工程や化学合成により持
ち味が損なわれる以前という考え方に外ならない。それ
からすると、備前焼の場合、まず指定されるべきは江戸
期の伊部手の技法であり、金重が人間国宝として制作す
べきは細工物の彫像だったのではないか? 備前焼の
「伝統」という意味では、江戸期から脈々と続く細工物
よりも、近年復興された古備前が前面に出ることは果た
して妥当と言えるのだろうかという考え方である。
しかし、備前焼のこうした「伝統」に対する評価とは、
長い歴史の中でも桃山期の茶道具こそが一番の優品であ
ると評価されたことに起因する現代的な価値に発するの
である。すなわち、現代社会の要請に応えたという意味
での“古備前"なのである。古備前風こそ備前焼の伝統
と考えるには、「伝統」の定義を、古式をそのままに維持・
保存するということではなく、あらゆるものが時代の変
化によって盛衰を繰り返す中に、常にその時代の要請に
応じながら姿を変えつつ生き残ってきたもの、とすべき
だろう。それは「保存」を意図されたものではなく、社
会の要請に応えることで生き残り、途切れずに継承され
てきているものと定義する必要がある。
中世の大蓋がもてはやされた背景には、物流の活性化
があった。大量に物資を運ぶためのコンテナが必要とな
り、就中、治安の安定による海上交通の活性化は、馬の
背には駄載できないような大型の物品の輸送を活発にし
た。しかし、南蛮貿易の影響も受け、木樽がコンテナと
なると、その用途は限定されてゆく。茶陶の時代には佳
茶の指導者が禅の価値観により人為的な加飾を感じさせ
ない備前や信楽の土味を評価した。また、形の査む不作
為の造形が佑茶の茶人の心を捉えた。しかし、やがて陶
芸作家の個性をわかりやすく表現できる絵付けの品が、
無名の工人による製品を価値観で凌ぐようになる。伊部
手の登場は施粕陶の量産・普及に追随したものと言える。
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徹
鉄器を思わせるシャープな造形と光沢を備えた伊部手は
細工物としても一時代を作る。藩政時代はそのブロック
経済の中で経営を安定させたが、廃藩後は製法の合理化
を進める有力産地の製品に押されて衰退する。
こうした動向を振り返ると、ある時、その時代の要請
に沿う形で世に現れ、大量の需要が発生するが、やがて
衰退する傾向となるものの、別の価値から再評価がなさ
れたり、あるいはいったん廃れた後に必要とされて再興
された、というような繰り返しであることがわかる。そ
もそも、長く続くということは、それだけ変転を遂げて
いるという理解もできる。
古備前の復興は、経済的な余力から生まれた消費価値
一近代化の過程で失われつつあった手仕事のよさへの再
評価によって「伝統」へ昇華したのであるが、経済の低
迷の後、再び新たな社会的適応を求められることになっ
た。 2000年代に入り、主力商品となっているフリーカッ
プやマグカップ、コーヒーカップや中型皿などは、何れ
も古くからの器形とはとても言い難いものである。これ
らの器種は、現代的な社会環境の中で手作りの製品が行
き着く先で、あったとも言える 15)。食器の種類が絞り込ま
れていったのは、決して多様性の喪失ではない。むしろ
多様化する利用目的に適応すべく、汎用性の高いフリー
カップや中型皿へ器種が絞り込まれていったのである。
また、器種こそ単純になったが、デザインという点では
一層多様な状況となっている。手作りの品を日用食器と
して用いるようになった背景には、来客接遇のための器
物が自分用の利用となったこと、個々人が各々の食器を
選び始めた趣向に伝統工芸が応えたということ、住環境
の変化、食文化の変化など消費財をめぐる価値の変化が
あった。少量多品種に対応し得る伝統工芸はこうした市
場を掴むことができた。
備前焼もまたこうした傾向に無縁で、はなかったわけだ
が、個々の製品に作り手の明示が必要になるなど“個別
化"という情勢は、個人名で商品を出す備前焼にとって
優位な市場となった。すなわち、こうした現代の製品も
また、社会の要請の下に成り立っていると言える。その
意味で、伝統的工芸品は今日なお、社会情勢の変化への
対応という「伝統」を継いで、いると考えられる。「伝統」
とは何かという問いの解答は一朝一夕で得られるもので
はないだろうが、社会情勢へ適応しつつ存続をしてきた
変容する備前淡の f伝統J
という点で、橋前焼の歴史は興味深い事例と設えるであ
ろう。
註
1) r伝統的工3芸品産業の振興に関する法律jの成立背景につ
いては、 f公選霊法はどう主主かされているかJ(ジャパンロ
カルプレス『伝統工芸J1-1、 1979)、社団法人や小企業診
断写会『今日の伝統的工芸品産業ー金数診断アプ1:l…チの
ために…(同友餓、 1979)p 5-6、に詳しい。
2) 伝産法務2条第1項lこ示された伝統的工芸品(J)指定要件は下
記の通り。
l 主としてお常生活の用に供されるもの。
2 その製造過殺の主要部分が手工業的であること。
3 伝統的な技術又は技法により製造されるものであること。
4 伝統的に使F討されてきた廃材料が主たる原材料どして
用いられ、製迭されるものであること。
5 一定の地域において少なくない数の者がその製造に後
“事しているものであること。
3) r洗いき芝しを迫られる伝護法J(ジャパンローカルプレス『伝
統工~j 1-2、l台湾}
4) 備前:協のデザインについては?別冊炎装術傍検A!Iof 
関ZEN.I (阿部出版、 200:初、「伝統的工芸z誌の経営とマ…
ケテイングJプロジェクト推進部会「銭前後の次世代構想、
一市場動向の変容と新たな溺品開発…J(r明治大学博物館
研究報告j20、201切などをと参照。 W:im潟産業大阪指定伝
統的工芸5品ハンドブックj(附伝統的工芸品産業振興協会、
1998)に綴議されている原材料及び製法に関わる綴喜子淡の
指定妥件は下記の巡り。
技術・技法
1 I戊形は、ろくろ成形、たたら波形、押型成形又は手ひ
ねり成形によること。
2 ~緊織の模様fすけをする場合には、へら包、櫛問、透か
し彫り、はり{すけ又は「彫りjによること。
3 塗り土令する場合には、 fとも土」によること。
4 火だすき、 f胡蘇ム rt主切J、「牡丹餅j、r1:犬4士焼」又は
r'f守備前J，こより出現させること G
原材料
使用する陶土l立、?とヨセ粘土J、f長自治惑j二」、殺しくは
「山土J又はこれらと問等の材賞受有するものとすること。
なお、 20閉会下10月に総緩極体言語採に登録c 長室縫総合への
加入の有無に関わらず、備前焼イコ}レ上訟の霊長法による
ものであることが定義された。
5) 備前古畿の空襲史に関しては、失綴良明編『日本の美総おHi寄前』
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(歪文2室、 1990)、関撃事忠彦 f考古学ライブラリー60備前焼J
(ニュー・ザイエンス?士、 1991)、潟知祭立歴史民俗資料鎗
『特別展僚議焼一薪と炎が織りなすことの美-1(箆知祭立総
史民俗資料館、 2013)などをと参照した。
6) 芳賀泰四郎 f;bび茶の研究J(淡交社、路湾)p50 
7) 岡田議代表編集f人間国宝シリ…ズ-9金援Ili旬陽] (言葉談社、
1977)、 f別冊炎芸術綴喜IjAlI of BIZENj (阿部出版、
2008)など令参照。
8) 公開特別講義 f備前焼の膝史・産地形成と最新動向一伝統
淘務室長織における市場動向と商品開発の変容-J訪日配布
資料 (2013年12J'i4B)ただし、全ての裂陶従事者が陶友
会に加入したわけではない。
9) r会図伝統的工芸品まま箆昭和的年皮版.11 (掛伝統釣工芸芸品ift.
業振興協会、凶器}
10) rずな関伝統的主主E品総覧手成4年度綴j((賊伝統的工芸品産
業援終協会、 1992)
mf全閣伝統的工芸品総覧王子成18年度版j(総河云統的工35品産
業振興協会、 2006)この数僚の増加傾向に関しては、言寄安
時点での新たな判明数を追加しているとみなす必重さもあ
り、数値のままの拡火綴肉にあるとは考えにくい。
12)木間拓也 f工芸さとナシ日ナリズムの近代J(古川弘文館、
2014)p 181-191など。
13)前掲註12)木密ジき3ω105
14) r伝統的ご仁茶品の経営とマーケティングjブロシ、エクト推
進部会 f備前焼の次世代撲懇一市場動向の変容と新たな商
品開発ーJ(r明治大学博物館研究報告j20、2015)
15)磁器は共通の繁材から比較的洋食器の影響を受け入れやす
しまた、施粕陶は素地原料と焼成法の改良によって軽量
化と防水伎を実現し、厨房幸lM:から食器への“昇格.. ~果
たした。茶潟や高級食器が売り上げを落とす中、実滋食苦蓄
の需重さがi援し、無糊燦綴i砲もi湾総の路線iこ引き寄せられて
行ったことになる。
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(Research Note) 
Changing “Tradition" of Bizen-yaki Ware: 
How to Understand Craft “Traditions" 
Toru Toyama 
Traditional craft wares are not necessarily exact replicas of pieces from ancient times. This paper focuses on 
Okayama Prefecture's Bizen-yaki ware， offering materials that can aid discussions on how the idea of “tradition" 
should be interpreted. Bizenぅrakiware originated in the 12th century; during the middle ages， Bizen-yaki :fiourished 
as an area that produced large pots (Oh司game大聾)， and in the 16th century as a region that produced tea-ceremony 
implements that are :fiowervase and watervase. Although in the 17th century the area experienced a downturn， 
from the mid to late 20th century it revived its 16th century “Kobizen" style， restoring its status as one of the few 
producers of such items in ]apan. Reputation for the Bizenぅrakiware tradition is caused from its contemporary 
value， which originated in Momoyama-period tea-ceremony implements-some of the many items produced 
throughout its long history-which are regarded as the most excellent examples of pottery ware. In other words， 
the tradition's“Kobizen"-literally，“old Bizen"-style meets the demands of contemporary society.“Tradition" does 
not mean maintaining or preserving ancient practices in their original states; rather， traditions are practices that 
have survived dificult periods in their histories by constantly modifying their forms to suit the demands of the eras 
m question. 
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